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地⽅公共団体名 岐⾩県 

令和６年度 
外部講師を活⽤したがん教育等現代的な健康課題理解増進事業 事業成果報告書 
 

【外部講師を活⽤して実施するがん教育の推進に係る取組】 
１ 事業の具体的内容について 
（１）⾃治体における取組 

① 協議会について 
１．構成員 １８名 

県医師会１名（内科医）、がん診療連携拠点病院１名（がん専⾨医）、⼤学教授２名、 
外部講師代表 2 名（呼吸器内科医、がん経験者）、県健康福祉部保健医療課１名、養護教諭２名、 
各地区教育事務所指導主事５名、県教育委員会体育健康課事務局４名 

 

２．開催時期、検討内容 
■第１回推進協議会 【令和６年１０⽉４⽇（⾦）岐⾩県庁】 

  〇令和６年度のがん教育推進の重点について 
  ・がん教育についての理解促進 
  ・外部講師派遣事業の充実 
  〇外部講師と共に実施するがん教育推進上の課題とその解決に向けて 
  ・県全体及び各⾏政地区の推進状況交流 

■第２回推進協議会 【令和７年１⽉１７⽇（⾦）岐⾩県庁】 
  〇令和６年度のがん教育推進の重点について（成果と課題） 
  ・外部講師を活⽤したがん教育実施状況報告 
  ・事業実施前後のアンケート結果並びに報告書を踏まえた意⾒交流 

・令和６年度の主な実践（指導案やプレゼン資料等）を県のホームページに掲載した。 
〇令和７年度がん教育総合⽀援事業について 
・希望制の外部講師派遣を継続。実施形態も、授業や講演会、研修会など柔軟に対応した。 
・外部講師の派遣校数を、３０校程度（令和６年度１９校）に増やす。地区ごとに⼩学校・中学校・⾼等

学校それぞれでがん教育を実施できるよう配慮した。 
・⼩・中及び県⽴学校の学校保健講習会における外部講師（薬剤師）の講義で、がん教育についても扱う。 
・がん教育授業や講演会、研修会の情報を教職員だけでなく、外部講師候補者（医療関係者、がん患者会

等）にも広く周知した。 
 

② 教育委員会としての取組 
■令和６年度 学校保健講習会におけるがん教育研修 
 ・６⾏政地区全てに講師として前年度推進指定校でご指導いただいたがん専⾨医を派遣し、養護教諭を対

象にがん教育研修を実施。 
地区 期日 講師氏名・所属 

岐⾩ ６⽉２１⽇（⾦） 岐⾩⼤学医学部附属病院 
 ⼩関 道夫 医師 

⻄濃 ６⽉２４⽇（⽉） ⼤垣在宅クリニック 
        進藤 丈   医師 

東濃 ６⽉２６⽇（⽔） 県⽴多治⾒病院 
 伊藤 浩明 医師 

美濃 ６⽉２８⽇（⾦） 中部国際医療センター 
 樋⽥ 豊明 医師 可茂 ７⽉ １⽇（⽉） 

⾶騨 ７⽉ ４⽇（⽊） ⾼⼭⾚⼗字病院 
 浮⽥ 雅⼈ 医師 
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■令和６年度 がん教育外部講師派遣事業 
・希望する１８学校と１団体に外部講師を派遣し、授業・講演会の普及・啓発に取り組んだ。 

・実施校⼀覧を各市町村教育委員会及び学校、医師会、がん患者団体等に案内したことで、毎回多数の参加
があった。 

 公開授業・講演会後に研修会を⾏った学校では、外部講師と授業者、他校の教職員、市町村教育委員会、
県教育委員会等が参加し、健康教育の⼀環としてのがん教育推進について意⾒交流を⾏った。 

 
  ■令和６年度 がん教育外部講師（医師）研修会 
  ・外部講師の指導⼒向上と県内のがん教育の平準化を図ることを⽬的に、協議会の委員である医師２名が発

起⼈となり、２⽉２５⽇（⽕）にオンラインで開催した。県内の医師１３名と県教育委員会が参加し、各
校で実施するがん教育授業・講演会の内容やプレゼン等について意⾒交流を⾏った。 

 
③ 保健部局や地域の専⾨機関等との連携 

・県健康福祉部保健医療課に「学校におけるがん教育推進協議会」の委員に就任していただき、岐⾩県がん
対策の主管課として協議会で助⾔をいただいた。 

・保健医療課主催の「岐⾩県がん対策推進会議」に参加し、第Ⅳ次岐⾩県がん対策推進計画における「学校
におけるがん教育」について関係機関と共通理解を図った。 

・保健医療課から、がん診療連携拠点病院及び患者団体に対する外部講師登録を働きかけていただいた。 
・市町村教育委員会からのがん教育講師派遣依頼に対して、受付窓⼝を体育健康課が担い、県医師会との調

整を体育健康課、がん診療連携拠点病院及び患者団体との調整を保健医療課が⾏うなど、体育健康課と保
健医療課で連携して対応する体制を整備した。 

 
（２）外部講師を活⽤したがん教育の授業  

■内容 
・前年度の約４倍にあたる１９団体（⼩学校

３、中学校１０、⾼等学校５、養護教諭部
会１）で外部講師を派遣したがん教育を実
施した。がん教育岐⾩モデルをベースに、
各校の実態やニーズに合わせた授業や講演
会が実施された。 

・実践校の資料（外部講師との打合せシート、
学習指導案、指導資料等）の⼀部を HP に
掲載し、より多くの学校で外部講師を活⽤
したがん教育を推進した。 

年度 実施
数 講師 岐 ⾩ ⻄ 濃 

中濃 
東 濃 ⾶ 騨 

美 濃 可 茂 
H30 2 医師 2     陶都中 東⼭中 

R1 2 医師 2 各務原⻄⾼ ⼤垣⻄⾼  
 

 
 

 
 

 
 

R2 2 医師 2  
 

 
 ⽩⿃中 加茂⾼  

 
 
 

R3 7 医師 7 真正中 不破中 
垂井北中 郡上⾼ 美濃加茂⻄中 恵那⾼ 斐太⾼ 

R4 5 医師 5 
がん経験者 1 境川中 揖斐⾼  

 中部中 瑞浪中 吉城⾼ 

R5 5 医師 5 
がん経験者 2 ⽻島北⾼ ⽇新中 昭和中  

 多治⾒⾼ ⽵原中 

R6 19 
医師 12 
看護師 4 
がん経験者 6 
管理栄養⼠ 1 

外⼭⼩ 
鵜沼中 
⼭県⾼ 

城南中 
池⽥中 

⼤垣南⾼ 
⼤垣商業⾼ 
⼤垣⼯業⾼（定） 

 
川辺中 

⼋百津中 
東濃実業⾼ 

肥⽥⼩ 
泉中 

多治⾒市養教 
恵那北中 

⼭王⼩ 
清⾒中 
下呂中 

萩原北中 
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  ■外部講師を活⽤したがん教育授業・講演会 
〇令和６年１２⽉２０⽇（⾦）⼟岐市⽴肥⽥⼩学校 

がん教育授業（体育科・保健領域） 
【外部講師】村上 亜⽮ 看護師⻑（東濃厚⽣病院）   

   【ねらい】 ・「がん」について正しく理解することができるよう   
にする。 

・健康と命の⼤切さについて主体的に考えることができるようにする。 
   【内 容】 ・がんの要因と現状 
          ・がん患者への理解と共⽣ 
          ・がん予防のための⽣活習慣と、早期発⾒のための検診の重要性   

※県事業として、今年度初めて⼩学校３校において外部講師を活⽤したがん教育を実践した中の１つ。講
師もこれまで実績のなかった看護師ということもあり、学校と講師との事前打合せが丁寧に⾏われた。
過去の中学校における実践を基に、学習指導要領に「触れる」と記載のある⼩学校での授業内容をどう
していくか模索しながらの実践となったが、⼦ども達は、がんを通して健康と命の⼤切さについて主体
的に考えることができていた。 

 
〇令和６年１１⽉２７⽇（⽔）海津市⽴城南中学校 

がん教育授業（学級活動）兼指導者研修会 
【外部講師】進藤 丈 医師（⼤垣在宅クリニック、岐⾩県がん教育推進協 

議会委員）、彦⽥ 加奈⼦（がん経験者） 
   【ねらい】 ・健康や命の⼤切さについて、主体的に考えることができる。 
   【内 容】 ・保健体育教諭及び外部講師（医師）による事前学習の復習 
         ・がん経験者の体験や願いを聞く 
                 ・これからをどう⽣きていくか意⾒交流 
   ※海津市は、昨年度の推進指定校の実践を機にがん教育に⼒を⼊れ始め、２年⽬となった今年度は、上記

実践以外にも市予算で市内の他２中学校でも同じ外部講師を招いたがん教育を実践した。指導者研修会
には、市内外の学校職員２５名と市教育委員会２名、保健医療課５名、県教育委員会３名等も参加し、
熱⼼な交流が⾏われた。海津市の取組は、令和７年２⽉４⽇（⽕）に朝⽇新聞朝刊でも紹介された。 

 
〇令和６年１１⽉２９⽇（⾦）岐⾩県⽴⼤垣商業⾼等学校 

がん教育講演会（保健体育科・科⽬保健） 
【外部講師】丹藤 俊彦 岐⾩県健康福祉部⻑（がん闘病者、医師、 

元厚⽣労働省職員） 
   【ねらい】 ・早期発⾒の重要性を理解する。 

・がん治療の⼤変さを理解する。 
・⾃分ががんになった時の注意する点とがん患者との    

接し⽅について考える。 
   【内 容】 ・保健体育教諭による事前学習の復習 
         ・養護教諭による⼦宮頸がんについての話 
                 ・講話及び質疑応答 

※がん患者兼医師兼がん対策を推進する⾏政職員という多様な  
⽴場である外部講師による講話は、本時のねらいを達成する 
に充分であった。県健康福祉部との連携もより密になった。 
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２ 事業の達成度について 
（１） がん教育実践校 意識調査（⼀部抜粋） 対象︓⼩学校 64 ⼈、中学校 884 ⼈、⾼等学校 561 ⼈） 
    実践校の児童⽣徒に対する事業前と事業後の意識の変容は以下のとおりである。 
 ■質問︓がんの学習は、健康な⽣活を送るために重要だ 

 

 

 

 

 

 

 
■質問︓がんの学習は、健康な⽣活を送るために役に⽴つ 

 
 
 
 
 
 
 

■質問︓⽇頃から、バランスの良い⾷事や適度に運動を⾏うなど健康な体づくりに取り組もうと思う 

 
 
 
 
 
 
 

■質問︓がん検診を受けられる年齢になったら、検診を受けようと思う 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）評価 

〇各学校の実態やニーズに合わせて実施したことで、本事業の活⽤率が⼤きく向上した。学習内容にも必然
性が⽣まれ、授業・講演会前から受け⾝ではなく主体的に取り組む学校が増えた。 

〇上記アンケート結果から、児童⽣徒への教育効果が⼤変⾼かったことを確認することができた。 
○県ホームページを閲覧した医師や市町村関係者等からの問い合わせが増えたり、⾃地区の学校におけるが

ん教育講演会・授業を悉皆研修に変更する市町村教育委員会が出たりするなど、がん教育への関⼼の⾼ま
りを感じることができた。 
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３ 今後の課題及びその取組の⽅向性（今回の事業により新たに⾒えた課題等） 
・授業や講演会の内容を、より児童⽣徒の実態や学校のニーズに合ったものにする。 

実施形態が多様になったことで、特に講演会において、学校側の思いが⼗分講師に伝わっておらず、やや求
めていた内容とずれてしまうことが⾒受けられた。 
→外部講師の研修会・交流会を⾏う。 
→来年度は、学校がより主体となって外部講師との事前打合せを丁寧に⾏うよう指導していく。 

・本事業への参画者をさらに増やす。 
今年度も、各校で実施されたがん教育を多くの教職員や市町村関係者、医師、がん経験者、保護者等に参観
していただいた。参観された皆さんが⼝をそろえて「実際に授業や講演会を観たことで具体的なイメージが
できた」と⾔われた。 

→来年度は、これまで教職員向けにしてきた各校で⾏われるがん教育への参加案内を、医師会や保健医療課に
もお⼒添えをいただいて、外部講師等にも広げる。 

 


